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研究成果の概要（和文） ： 

本研究は，文科系領域を専攻する学生の「数学離れ｣「数学力低下」問題を包括的に克服し確 

かな学力を育成する一方策として，その数学的リテラシーの段階的向上を図るプログラムを具 

体的ケースとして開発することを目的とした。高等学校以降は数学を受講していない学生に対 

して， 現実的で臨場感があり， 習得主題を埋め込んである事例を扱うケースメソッドを基軸に， 

減退した学習意欲と数学力欠如を限られた時間において効果的に補う具体的な手法を開発し， 

その手法に沿った数学的リテラシー向上の様相を実践的に明らかにした。 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research was to develop the concrete cases as academic program 

to improve the mathematical literacy of liberal-arts students. For this purpose, we focus 

on Case Method which is one powerful strategy to educate practitioners goes deep into 

the heart of pedagogical training for students. The results of this research show 

seaquense of real Cases, methodology of treating them, and authentic effects of this 

approarch. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は大きく２つの背景をもつ。第一の 

背景は，科学技術創造立国を目指す我が国の 

「数学離れ」「数学力低下」対策という科学 

技術政策上の課題への対応である。特に，日 

本数学会の大学数学基礎教育ワーキンググ 

ループ報告以降，顕著な数学離れがもたらす 

文科系学生の深刻な数学力低下が懸念され 
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て久しく，リメディアル教育の実施が文科系 

学生の数学的知性をいかに涵養できるかを 

明確化する必要が生じている。第二の背景は， 

経済協力開発機構(OECD)による学習到達度 

調査がもたらした PISA ショックへの対応で 

ある。新たな世紀を生きる上で，数学を実生 

活において十全に活かす力である数学的リ 

テラシーが必須であるにも関わらず，我が国 

の子ども達に十分に備わっていない姿が報 

告されている。本研究は，これらの社会的要 

請や研究動向を鑑み，申請者らが国際教育協 

力の脈絡で着手してきた数学的リテラシー 

の分析成果及びケースメソッドの効力を活 

かし，その育成方略の確立に発展させる。 

２．研究の目的 

本研究の目的は，文科系領域を専攻する学 

生の「数学離れ｣「数学力低下」問題を包括 

的に克服する一方策として，その数学的リテ 

ラシーの段階的向上を図るプログラムを具 

体的ケース体系として開発することである。 

その具体的方法として着目するケースメソ 

ッド(Case Method)は，HBS 等の法科大学院で 

開発された教授法であり，自ら直面したリア 

リティのある事例に対処してその解釈や対 

応をグループ討論，クラス協議を軸に実践的 

に行う高度専門家としての意志決定力を培 

う手法である。本研究ではそのケースを，実 

生活上で経験しうる数学的判断が求められ 

る場合に限定して，その対処を求めるものに 

焦点化した。高等学校以降，数学を専攻して 

いない学生に対して，多岐多様に亙る領域分 

野を全て基本から学び直すことは困難であ 

るゆえに，このケースメソッド教育を基軸に， 

数学力の欠如を限られた時間で効果的に補 

うための複線型ケースを開発し，その事例展 

開に沿った数学的リテラシー向上の様相を 

実践的に明らかにする。 

３．研究の方法 

以下４つの課題を設定して研究を進めた。 

第一に，基幹校である立命館大学内外にお 

ける協力体制の確立と作業課題の設定及び 

文科系学生に必須な数学的能力に関して集 

積した育成ケースの分析と評価である。第二 

に，文科系を対象とする数学ニーズ実態のコ 

ーホート調査，及び基礎数学観に関するベー 

スライン調査の実施である。第三に，数学的 

リテラシー向上のベンチマーク設定を検証 

する専門家会合の実施と文科系・理数系にお 

ける特徴的な回答者に対する臨床的インタ 

ビューの実施である。そして第四に，文科系 

学生の数学ニーズ調査結果に適合した事例 

集積法の策定，及び国内外で収集したケース 

メソッド事例分析の推進である。 

それらの総合的知見の上で，一般科目「数 

学入門」の実施において，計 6回に渡ってケ 

ース教材を，(a)個別分析，(b)小グループ討 

論，(c)全体討議，(d)総括，の手順で授業を 

実施した。ケース教材は，設定された状況下 

で「自分らが事例下の当事者として責任ある 

判断を下す」第一相と，「その判断の根拠を 

全体討議で共有し，他の判断との一致または 

相違の原因を検討する」第二相から構成した。 

また両相における意志決定に必要となる追 

加情報は授業者に開示を要望して確保する 

インシデントプロセス法を採用した。また各 

回授業の総括では，直観的，蓋然的な判断を 

数学的にフォローすることでより理性的な 

行為が行われうることの内容的確認をリテ 

ラシー育成の側面から行った。 

４．研究成果 

数学観に関するベースライン調査及び数 

学的リテラシーに関するコーホート調査に 

基づいて，数学的リテラシーの段階的向上を 

図るプログラムを具体的ケースとして開発， 

実施，成果報告した。数学が実社会で果たす 

役割を理解し，社会生活を思慮深く営む市民 

として数学的な根拠に基づく確実な判断を 

行う能力である Numeracy は，文系理系を問 

わず必須の能力であるが，本研究の主旨から， 

特に数学への積極的なアクセス機会が必ず 

しも豊富ではない人文科学，社会科学を専攻 

する文科系学生の数学的リテラシー向上に 

向けたケースメソッドによるリメディアル



実践成果が集約された。文科系の学生に必須 

と思われる数学的リテラシーを捉える上で， 

少なくとも(a)数学的内容（着想），(b) 数学 

的過程（判断），(c)数学的文脈（解釈），(d) 

数学的表現の４つの視座から捉えて育成す 

る必要があることを踏まえた上で，具体的に 

は，中規模授業での実践として，私立大学学 

部生83名を対象としたケースメソッド授業， 

質問紙調査及びインタビュー調査を進め，大 

規模授業での実践としては265名を対象とし 

た一斉授業，質問紙調査及び面接調査を実施 

した。 

同実践で確認された同法による主たる指 

導効果として，感覚的な選択を覆す思慮深い 

批判的な考察力をケースメソッドが向上さ 

せうることを実証的に示した。また，特に統 

計的リテラシーに関しては，(1)現実的なデ 

ータ収集とその加工・分析に基づく妥当性と 

客観性の確保された判断を下すオーセンテ 

ィックな経験を通して「不確実性」領域の事 

象に対する意志決定を支える統計的判断へ 

の信頼を向上させること, (2)データ収集と 

その解釈に基づく不確定事象での蓋然的な 

意志決定を支える柔軟な考察力と，先験的な 

直観に基づく判断を覆す批的な思考力を向 

上させうること，を実践資料と共に統計的検 

証を踏まえて指摘した。 

以上のような研究実践成果について，日本 

科学教育学会，数学教育学会，近畿数学教育 

学 会 ， International Conference of 

Educational Research Learning Community for 

Sustainable Developmentの各学会に於いて学 

術報告を行い，かつ大学紀要にてその主たる 

知見を論文発表している。同時に，使用する 

ケース教材を短文型ケースに限定することな 

く，長文型ケースや映像型ケースなども併用 

して，それらのケース分析が数学的リテラシ 

ー向上にもたらす効果の質的な相違を詳細に 

探究していくことが今後の課題として残され 

た。 
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